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(結果)汗皮肉テストでは，アトピー性皮膚炎患者45名中43名陽性で闘値は 1 倍から 256倍まで，平
均 8 -16倍希釈であった。対照群の非アトピー性疾患(事麻疹，尋常性座嬉，皮膚感染症，健常人な









(方法)汗を pH7.2， 0.005M の PBS による透析前後で皮肉テストし比較した。
(結果)アトピー性皮膚炎患者 7 名で施行したが，両者の関値に差はなく透析による汗抗原性への影
響はなかった。
(4) RAST法による抗汗 IgE 抗体の測定
(方法)汗を凍結乾燥，融解し 2 倍， 10倍， 50倍濃縮汗，また透析した50倍濃縮汗を CNBr活』性化ディ






(5) 抗汗 IgE 抗体の特異性
(方法) RAST法による抑制試験を施行した。患者血清に種々の濃度の汗， また交差反応をおこ
す可能性のあるダニ (Dermatophagoides faninae)，黄色ブドウ球菌 (protein A deficient W ood46 





以上のものが， 45名中10名にみられた。一方対照群では，全例抗汗 IgE 抗体は検出されなかった。この







T スコア1.0以上のものが45名中10名にみられた。一方対照群では全例抗 IgE 抗体は検出されなかった。
またこの抗体はダニや黄色ブドウ球菌と交又反応を示さず，汗特異的と考えられた。これらより，アト
ピー性皮膚炎患者のかなりの症例に，汗に対する I 型アレルギーが存在 L，発汗時の淳みの原因や皮膚
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の悪化に関係する可能性が考えられるo
本症病態に関して価値ある知見と思われる。
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